
 





はじめに 

 

倉敷市では、障がいのあるなしに関わらず、すべての市民がと

もに暮らし、ともに支えあうことでお互いの命の尊さへの認識を

深める「共生社会」の実現を目的とした「倉敷市障がい者基本計

画」及び障がい福祉サービス等の提供体制の確保と円滑な事業実

施を図ることを目的とした「倉敷市障がい福祉計画」に基づき、

令和３年３月には、倉敷地域生活支援拠点等の整備を行い、令和

３年１２月に倉敷市手話言語条例を制定するなど、様々な施策の

推進や、サービス提供体制の充実に取り組んでまいりました。 

こうした中、障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーショ

ン施策推進法の制定や、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックで大きく進展した心のバ

リアフリーの理解促進等を踏まえた、国の第５次障害者基本計画（令和５～９年度）が令和５年

３月に策定されました。また、同年５月には、障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑

な実施を確保するための基本的な指針が国から示され、福祉施設入所者の地域生活への移行や精

神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築等、サービス提供体制の確保に係る成果目標

が定められました。 

この度、本市の障がい者基本計画及び障がい福祉計画が、令和５年度末をもって計画期間を終

えることから、これら国の計画や指針、本市の現状や課題等を踏まえた、後継となる計画をそれ

ぞれ新たに策定いたしました。特にこの度の策定では、両計画を連携の取れた一体的なものとす

ることで、障がい福祉施策をより一層効果的に推進するため、障がい者基本計画の計画期間を現

行の５か年から６か年に改め、計画期間を国の報酬改定に合わせて３か年としている障がい福祉

計画の周期と揃える見直しを図ることといたしました。 

今後、こうして新たに策定しました両計画を、より実効性のあるものとするためには、行政を

はじめ、障がい福祉に携わる方々、そして市民の皆さまによる社会全体での取組が不可欠である

と考えておりますので、より一層の御支援、御協力をお願いいたします。 

終わりに、本計画の策定に当たり、多くの貴重な御意見、御提言を賜りました倉敷市社会福祉

審議会障がい者基本計画及び障がい福祉計画策定専門分科会委員や障がい福祉関係団体の皆さ

ま、アンケート調査等に御協力いただきました市民の皆さまに心から感謝申し上げます。 

 

令和６年３月 
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（３）発達障がいのある人への支援 
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[ 基本目標 ] [ 施策分野 ] [ 施策項目 ] 

（１）福祉のまちづくりの総合的推進 

（１）情報収集・提供の充実 

（２）コミュニケーション支援の充実 

（４）文化芸術活動、スポーツ等の振興 

（１）障がいを理由とする差別解消の推進 

（３）福祉教育の充実・交流機会の拡大 

（１）総合的な生活支援体制の構築 

（２）在宅福祉サービスの充実 

（３）障がい児支援の充実 

（１）保健・医療・リハビリテーションの充実 

（２）精神保健対策の充実 

（３）障がいの原因となる疾病等の予防・治療 

（１）障がい者雇用の促進 

（２）障がい者のための総合的な就労支援 

（３）福祉的就労対策の充実 

（４）経済的自立の支援 

（１）療育・教育相談、就学指導体制の充実 

（２）障がいのある子どもに対する教育・保育の充実 

（２）防犯対策の推進と消費者トラブルの防止 

（２）権利擁護の推進 

７ 社会参加支援 

２ 情報 

アクセシビリティ 

８ 安全・安心 

１ 差別の解消及び 

権利擁護 

３ 生活支援 

６ 保健・医療 

４ 療育・教育 

５ 雇用・就業、経済的

自立 

（２）建築物等のバリアフリー化の促進 

（３）移動交通手段の充実 

（１）防災対策の推進 



 

 





67.8

52.3

39.1

35.6

29.3

2.9

1.1

0 20 40 60 80

就労の機会（就労状況・収入）

施設・交通機関等の利用の際

教育の機会

コミュニケーションの場

まち中や地域活動の場

その他

無回答

(％)

N=174

9.6

26.0

50.9

11.9

1.6

0 10 20 30 40 50 60

あると感じる

ややあると感じる

あまり感じない

感じない

無回答

(％)
N=489

17.5

13.2

60.2

9.1

0 10 20 30 40 50 60 70

ある

少しある

ない

無回答

(％)
N=485



25.5

24.8

21.5

21.5

19.5

12.8

10.7

13.4

0.0

0 10 20 30

保育所・幼稚園・学校

住んでいる地域

店舗やレストランなど

病院などの医療機関

会社等（求職を含む）

レジャー施設など

福祉施設や作業所など

その他

無回答

(％)
N=149

6.2

17.9

64.9

11.0

0 10 20 30 40 50 60 70

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、

内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答

(％)
N=485





7.4

19.0

63.3

10.3

22.1

29.3

39.0

9.6

0 10 20 30 40 50 60 70

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、

内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答

(％)

福祉サービス利用援助事業 成年後見制度

N=485



37.7

16.5

10.9

1.2

23.9

9.8

0 10 20 30 40

配偶者や子どもにお願いする

その他の親族にお願いする

成年後見制度や社会福祉協議会の

福祉サービス利用援助事業を利用する

その他

わからない

無回答

(％)
N=485



58.3

46.6

31.7

23.5

22.1

19.6

18.4

15.1

2.5

4.5

3.5

0 20 40 60

学校の授業の中で、福祉教育を行う

障がい者と接する機会を日ごろから多くもつ

企業が積極的に福祉活動に携わる

新聞やニュースなどマスコミを通じて、

障がい者の生活をもっとよく知ってもらう

各種行事への参加を通じて

障がい者への福祉意識を高める

障がい者が積極的に社会に参加する

県や市の広報紙等で、障がい者に

対する理解を呼びかける

テレビドラマや漫画を通じて、障がい者の

生活をもっとよく知ってもらう

その他

わからない

無回答

(％)

N=489





 

4.3

34.6

39.4

16.1

5.6

0 10 20 30 40 50

とてもそう思う

ある程度そう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

無回答

(％)
N=485





5.2

4.8

8.0

7.5

4.3

16.1

15.0

17.6

16.0

5.3

18.5

19.0

17.3

21.8

23.5

15.8

21.7

16.3

16.0

20.7

16.0

21.1

20.7

33.2

34.7

27.7

29.4

42.1

31.5

10.2

12.2

4.2

7.6

15.7

3.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=485)

身体障がい

(N=294)

知的障がい

(N=188)

精神障がい

(N=187)

難病(特定疾

患)(N=19)

発達障がい

(N=92)

(％)

そう思う まあまあそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない 無回答





 



68.9

11.8

5.4

5.4

8.5

0 20 40 60 80

いる

いない

相談する必要がない

相談したいができない

無回答

(％)
N=485

50.0

46.2

26.9

23.1

23.1

34.6

0.0

0 20 40 60

どこ（誰）に相談していいかわからない

相談しても満足のいく回答が得られない

プライバシー保護に不安がある

夜間や休日などに相談するところがない

相談できる場所が近くにない

その他

無回答

(％)

N=26





6.8

22.7

20.6

12.8

28.7

8.4

0 10 20 30

そう思う

まあまあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(％)
N=485







 



54.2

46.9

40.6

28.1

28.1

6.3

10.4

0 20 40 60

具体的な対応のしかたを

わかりやすく教えてほしい

専門的な相談機関を充実してほしい

困ったときにすぐに相談できるような

体制を整えてほしい

相談機関の情報を提供してほしい

１か所で相談できるようにしてほしい

その他

無回答

(％)

N=96



33.3

35.4

30.2

1.1

0 10 20 30 40

思う

思わない

わからない

無回答

(％)
N=96



64.6

58.3

54.2

54.2

30.2

26.0

6.3

2.1

6.3

3.1

0 20 40 60 80

教員の意識や実践力

学校等での障がい理解教育

児童生徒同士の障がい理解

教育環境や指導体制

保護者への啓発

学校間や地域での推進

その他

特にない

わからない

無回答

(％)

N=96







 

53.3

42.9

3.8

0 20 40 60

している

していない

無回答

(％)
N=210



8.9

30.0

10.0

33.3

13.3

4.5

0 20 40

ぜひ仕事をしたい

できれば仕事をしたい

仕事をしたくない

重度の障がいのため

仕事ができない

わからない

無回答

(％)
N=90



39.8

33.6

30.7

21.2

20.2

20.2

20.0

18.4

6.0

32.2

0 10 20 30 40 50

障がいの特性や能力などに

応じた仕事の割当て、職場探し

障がいへの理解を得るための

経営者や職場の同僚への働きかけ

仕事に慣れるまでの指導を

行ったり、相談にのる支援者

いろいろな仕事を経験

できる実習や職場体験

生活リズムを整えたり、体力づくり

を行うための訓練・指導

あいさつやコミュニケーションなど

社会生活を送るための訓練・指導

仕事の悩みを相談したり、仲間と語りあう

など、仕事帰りに息抜きできる場所

一般の職場で働くことに失敗した

人を受け入れてくれる施設

その他

無回答

(％)

N=485





40.6

0.4

14.4

29.7

2.1

2.9

0.6

3.5

5.8

0 10 20 30 40 50

給与・賃金

事業収入

障がい者年金

その他の年金

障がい者手当などの手当て

生活保護費

財産収入（不動産収入など）

その他

無回答

(％)
N=485



9.9

31.8

51.1

3.7

1.4

2.1

0 10 20 30 40 50 60

非常に苦しい生活をしている

やや苦しい生活をしている

普通の生活をしている

ややゆとりのある生活をしている

ゆとりのある生活をしている

無回答

(％)
N=485



 









 



8.8

26.0

63.6

1.6

0 20 40 60 80

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

(％)
N=489

9.8

28.4

61.1

0.7

0 20 40 60 80

改善されてきていると思う

改善されてきているとは思わない

わからない

無回答

(％)
N=489



22.4

22.0

16.8

15.9

14.0

9.8

7.9

7.9

7.9

6.5

12.1

23.4

0 10 20 30

道路や駅に階段や段差が多い

公共交通機関が少ない（ない）

外出にお金がかかる

困った時にどうすればいいのか心配

列車やバスの乗り降りが困難

外出先の建物の設備が不便

（通路、トイレ、エレベーター）

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

介助者が確保できない

その他

無回答

(％)

N=294

12.5

48.3

21.3

14.9

0.0

3.0

0 20 40 60

非常に関心がある

ある程度関心がある

どちらともいえない

あまり関心がない

まったく関心がない

無回答

(％)
N=489



47.2

44.6

42.9

34.8

27.9

24.5

12.4

6.4

5.2

0.4

0 20 40 60

時間的に余裕がない

どうやって参加したらいいのかわからない

身近にボランティア活動の情報がなかった

活動内容がよくわからない

気軽に参加しにくい

一人で行くのは気が引ける

交通費等、金銭的負担がかかる

自分がやってみたい活動内容がない

その他

無回答

(％)

N=233

12.1

47.6

38.9

1.4

0 20 40 60

ある

ないが興味はある

興味がない

無回答

(％)
N=489





39.6

35.7

35.1

25.6

25.4

25.2

20.2

20.0

19.8

16.3

15.3

13.0

8.7

7.0

6.4

14.8

0 10 20 30 40 50

障がい者に対する正しい知識と理解の促進

歩道の整備、段差の解消

交通費助成の充実

障がい者用トイレの整備

障がい者専用駐車場の整備

エレベーターの設置

車いす対応エスカレーターの設置

公共施設の障がい者用スペースや車いすの常設

付添ヘルパーの派遣

付添ボランティア等の派遣

リフト付きバス・タクシー

視覚障がい者誘導用ブロック・点字表示

補助犬（盲導犬・聴導犬・介助犬）

手話奉仕員の派遣

その他

無回答

(％)

N=371

13.0

9.9

8.0

6.4

5.4

5.4

4.9

3.9

2.5

6.8

39.8

10.9

16.3

0 10 20 30 40 50

風呂

トイレ

玄関

居室

台所

アプローチ

階段

洗面台

廊下

その他

ない

自宅等でないため改修できない

無回答

(％)

N=485





44.7

37.8

33.0

30.3

29.3

28.7

27.1

25.5

23.9

21.8

18.1

14.4

10.1

9.6

8.0

13.3

0 10 20 30 40 50

障がい者に対する正しい知識と理解の促進

交通費助成の充実

歩道の整備、段差の解消

障がい者用トイレの整備

付添ヘルパーの派遣

障がい者専用駐車場の整備

エレベーターの設置

付添ボランティア等の派遣

公共施設の障がい者用スペースや車いすの常設

車いす対応エスカレーターの設置

リフト付きバス・タクシー

視覚障がい者誘導用ブロック・点字表示

補助犬（盲導犬・聴導犬・介助犬）

手話奉仕員の派遣

その他

無回答

(％)

N=186







 



33.0

21.6

27.6

13.6

4.2

0 10 20 30 40

一人で避難できる

介助者の手助けで避難できる

避難できるかどうかわからない

避難できない

無回答

(％)N=485

63.3

31.3

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70

できる

できない

無回答

(％)
N=485



23.7

36.7

35.3

4.3

0 10 20 30 40

いる

いない

わからない

無回答

(％)
N=485

47.6

41.9

41.6

40.4

29.3

25.6

24.3

3.7

9.7

0 10 20 30 40 50

災害が発生したときにすぐに知らせてくれる体制をつくる

避難場所での生活に特別な配慮や工夫をおこなう

避難場所までの行き方をわかりやすく案内

したり、教えてもらえる環境をつくる

地域の人などがすぐに助けにきてくれる体制をつくる

災害など非常事態になった後の相談体制を整える

日ごろから災害などに備えて

地域で避難や救助の練習をする

自宅や避難場所に定期的に医師が訪問する

その他

無回答

(％)

N=485
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6.5

7.7

9.0

7.5

1.5

27.7

27.9

34.1

23.2

18.8

35.3

0.6

0.4

1.2

44.0

43.8

41.5

46.9

62.5

52.6

21.2

20.2

15.4

21.2

18.7

10.6

0 20 40 60 80 100

全体(N=527)

身体障がい

(N=233)

知的障がい

(N=299)

精神障がい

(N=241)

難病(特定疾

患)(N=16)

発達障がい

(N=133)

現在利用している。今後も利用したい。

現在利用していない。今後は利用したい。

現在利用している。今後は利用したいとは思わない。

現在利用していない。今後も利用したいとは思わない。

無回答

(％)

37.6

27.7

27.3

25.8

23.7

18.0

15.0

13.7

12.0

3.6

22.0

7.2

0 10 20 30 40

日常的な生活のことに

ついて相談できる支援

障がいのために自分では

できない家事等の支援

散歩や買い物等の日常的な外出支援

日常的な手続きや金銭管理の支援

通院のための外出支援

必要最小限の家事等を身につけ、自立生

活できるようにするための訓練等の支援

企業に就職するための職業能力を

身につけるための支援

通学・通所・通勤等の定期的な外出支援

企業の求人状況や就労に関する情報提供

その他

特にない

無回答

(％)

N=527



 

 







37.6

28.8

22.6

20.9

18.2

15.4

13.5

10.6

7.2

3.0

12.1

11.6

0 10 20 30 40

生活するのに十分な収入があること

ホームヘルプや外出支援等の日常

生活の介助が十分に受けられること

地域で何でも相談できる

相談員や相談窓口があること

地域の人が障がいを

理解してくれること

主治医や医療機関が近くにあること

家族と同居できること

グループホーム等の仲間と

共同生活できる場があること

住宅が確保できること

住居や道路などがバリア

フリーであること

その他

特にない

無回答

(％)

N=527

9.3

9.1

8.5

8.5

7.8

7.4

6.3

5.7

4.9

4.6

0 5 10

就労継続支援Ｂ型（非雇用型）

日中一時支援

短期入所（ショートステイ）

放課後等デイサービス

居宅介護（ホームヘルプ）

児童発達支援

生活介護

計画相談支援

移動支援（ガイドヘルプ）

就労継続支援Ａ型（雇用型）

(％)
N=527







30.0

28.8

23.3

22.6

21.8

14.2

12.0

12.0

11.2

8.7

8.3

7.4

2.1

0.9

0.9

15.0

9.1

0 10 20 30 40

気軽に何でも相談できる

ような体制を充実させる

年金などの経済的な支援を充実させる

障がいのある人の生活を支えるヘルパーや

職員、ボランティアを育成する

家族の介護負担の軽減や、家族が就労する

ための支援などを充実させる

自宅で受けられる福祉サービス

などを充実させる

教育や就労など、障がいのある人の自立に

向けた取り組みを充実させる

障がいに対する市民の理解を深めるような、

啓発活動を積極的に行う

通所して受けられる福祉

サービスなどを充実させる

病院と連携して退院手続きや退院後の生活

についてなどの支援を充実させる

健康づくりや医療面での

福祉施策などを充実させる

住宅や交通機関など、障がいのある人も暮

らしやすいバリアフリーの街づくりを進める

地域に住む人が力を合わせて、障がいのあ

る人を支えていく体制づくりを進める

文化活動などを通じて、地域の

人々との交流を活発にする

その他

特に力をいれるべきことはない

わからない

無回答

(％)

N=527







38.1

27.9

27.1

47.3

31.3

34.6

28.1

24.0

28.8

24.1

25.0

36.1

30.6

45.9

42.1

26.6

43.7

26.3

3.2

2.2

2.0

2.0

3.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=527)

身体障がい

(N=233)

知的障がい

(N=299)

精神障がい

(N=241)

難病(特定疾

患)(N=16)

発達障がい

(N=133)

一人でできる 少し手伝ってもらう

全部手伝ってもらう 無回答

(％)

35.1

30.2

18.4

13.5

13.1

12.5

12.5

12.1

9.9

9.7

0 10 20 30 40

人とのコミュニケーションがうまくとれない

外出する機会や場所が限られている

十分な収入が得られない

障がいが原因で特別な目でみら

れたり、差別を受けたりする

生活する上での相談がしにくい、

必要な情報が得にくい

就ける職業が限られている

医療費の負担が大きい

趣味や生きがいが持てない

働けない（職業に就くことができない）

自分の希望に合った

福祉サービスがない

(％)
N=527



29.2

26.8

25.0

15.0

14.2

9.9

8.9

7.0

4.4

4.2

4.7

32.8

11.6

0 10 20 30 40

どのようなサービスを利用できるのかわからない

事業者を選ぶための情報が少ない

サービス利用の手続きが大変

利用できる回数や日数が少ない

希望に合った事業者が見つからない

事業者との日時などの調整が大変

利用したいサービスが制度上利用できない

利用者負担について困っている

サービスの質が良くない

利用したいと思うサービスがない

その他

特に困っていることはない

無回答

(％)

N=527







17.3

16.3

8.3

7.5

7.3

7.1

0.5

4.4

17.8

13.5

0 10 20

自宅で過ごしたい

地域活動支援センターまたは

就労支援系事業所に通いたい

正規の社員・従業員として

働きたい（自営業を含む）

自立訓練・生活介護事業所や

更生施設に通いたい

パートやアルバイトとして働きたい

（家業手伝いを含む）

仲間同士の集まり等に参加したい

学校や幼稚園・保育所等に通いたい

その他

わからない

無回答

(％)

N=411



31.9

30.6

22.6

20.3

18.4

14.4

13.1

12.5

8.7

8.0

6.8

5.1

2.5

11.0

0 10 20 30 40

障がいにあった仕事であること

周囲が自分を理解してくれること

通勤手段があること

勤務する時間や日数を調整できること

賃金が妥当であること

働くことについて相談できる人がいること

職場に慣れるまで援助して

くれる制度があること

同じ障がいを持つ仲間や介助者

がいる職場があること

自宅で仕事ができること

通院しやすい環境であること

就労のための訓練を受けられること

勤務場所に障がい者用の

設備・機器が整っていること

その他

特にない

(％)

N=527







44.7

36.7

33.3

27.3

25.3

25.3

22.7

20.7

16.7

11.3

11.3

6.7

7.3

24.0

0 10 20 30 40 50

障がい特性に応じた配慮をしてほしい

専門的な訓練（リハビリ等）を

受けられる機会をふやしてほしい

放課後や長期休暇中に利用できる

福祉サービスをふやしてほしい

進路指導をしっかりしてほしい（自立して

働けるような力をつけさせてほしい）

障がいのことがわかる保育や授業を

してほしい（ふやしてほしい）

保育や教育について相談できる

人や場所をふやしてほしい

休日などに活動できる仲間や施設がほしい

もっと周囲の児童・生徒と、または

その保護者に理解してほしい

障がいのある人が利用できる

設備をふやしてほしい

障がいのない児童・生徒とのふれあいを

してほしい（ふやしてほしい）

通所（園）や通学を便利にしてほしい

その他

特にない

無回答

(％)

N=150



48.7

43.3

41.3

38.0

36.7

29.3

23.3

18.7

3.3

7.3

24.7

0 20 40 60

障がいがあっても問題なく

過ごせる環境整備

就職した職場に定着できるよう

継続して支援をしてくれる仕組み

教育から就労・福祉等につながる

一貫した相談支援体制の構築

就職先での差別や偏見を

なくすための取り組み

一般企業等への雇用促進・職業開拓

次のステップへの移行や

再挑戦ができる仕組み

福祉的就労（施設での

生産活動等）の場の充実

レクリエーション・学習などの日中活動が

できるサービスや福祉施設の充実

その他

特にない

無回答

(％)

N=150





 

数値目標１：福祉施設入所者の地域生活への移行  
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